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い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
、
S
D
G
s

の
17
の
目
標
と
体
験
活
動
と
の
結
び

付
き
を
探
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活

動
が
考
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
で
調
査
・
研
究
を
実
施
。
そ
し
て

グ
ル
ー
プ
の
研
究
成
果
を
学
年
内
、

秀
光
祭
に
お
い
て
発
表
し
、
活
動
を

振
り
返
る
。
3
年
生
で
は
こ
れ
ま
で

の
活
動
の
ま
と
め
と
し
て
、
身
の
ま

わ
り
の
問
題
か
ら
世
界
的
な
課
題
へ

と
視
野
を
広
げ
、
そ
れ
ら
を
自
分
事

と
し
て
捉
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
事
実
に
対
す
る
批
判
的
な
思
考

を
高
め
る
学
習
に
も
励
む
。
ま
た
、

個
々
の
活
動
が
よ
り
具
体
的
に
見
え

る
よ
う
に
学
年
テ
ー
マ
「
も
っ
た
い

な
い
」
を
関
連
付
け
、
世
界
的
な
課

題
を
よ
り
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
息

の
生
徒
像
「
3
B
e
」
と
大
き
く
重

な
っ
て
い
る
。

　

S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み
は
学
校

行
事
の
体
験
活
動
か
ら
始
ま
る
。
1

年
生
で
は
自
然
の
豊
か
さ
に
触
れ
、

地
域
探
究
活
動
か
ら
S
D
Gs
の
自

然
環
境
に
関
わ
る
「
地
域
を
知
る
」

「
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
・
自
然
保
全
」

「
環
境
問
題
」「
食
文
化
」
を
学
び
、

自
然
と
の
共
生
に
つ
い
て
考
え
を
深

め
る
。
2
年
生
で
は
S
D
G
s
の
目

標
が
生
徒
た
ち
の
生
活
に
直
結
し
て

切
れ
せ
ず
長
く
取
り
組
め
る
行
動
目

標
を
決
定
。
3
年
間
の
継
続
し
た

S
D
G
s
活
動
は
、
自
然
体
で
ゆ
っ

く
り
と
無
理
な
く
生
徒
た
ち
に
「
自

己
と
社
会
の
関
わ
り
」、「
持
続
可
能

な
社
会
の
あ
り
方
」
を
考
え
さ
せ
る

学
習
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
時
間
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
中
学
2
年
生
で
は
課
題
解

決
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
あ
る

“W
orld Peace G

am
e”

を
3

日
間
実
施
し
て
い
る
。
宇
宙
、
空
、

陸
と
海
面
、
海
底
な
ど
仮
想
世
界
の

現
状
が
刻
々
と
変
化
し
て
い
く
中
で
、

ど
の
よ
う
に
紛
争
を
解
決
し
、
和
平

へ
の
道
筋
を
つ
け
て
い
く
の
か
。
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
は
、
筋
書
き
の
な
い

ゲ
ー
ム
で
発
想
力
や
創
造
力
が
喚
起

さ
れ
、
自
ら
の
可
能
性
や
世
界
の
あ

り
方
に
気
づ
く
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

S
D
G
s
課
題
を
T
O
K
と

C
A
S
の
視
点
で
読
み
解
く

　

高
校
2
年
生
で
D
L
D
P
、

E
L
D
P
の
ク
ラ
ス
を
選
択
す
る
と

D
P
（D

iplom
a Program

m
e

）

が
始
ま
る
。
D
P
の
コ
ア
科
目
の
1

つ
で
あ
る
T
O
K
（Theory of 

K
now

ledge

／
知
の
理
論
）
は
、

日
本
の
学
習
指
導
要
領
に
は
な
い
特

徴
的
な
科
目
だ
。「
知
識
を
構
築
す

る
過
程
で
デ
ー
タ
や
知
見
は
ど
の

よ
う
な
方
法
で
ど
こ
か
ら
積
み
上
げ

ら
れ
た
も
の
な
の
か
」
な
ど
を
問
い
、

教
科
横
断
的
に
批
判
的
思
考
を

働
か
せ
る
授
業
を
毎
回
行
う
。

2
0
1
9
年
度
の
高
校
2
年
生
は
、

総
合
的
な
学
習
課
題
と
し
て

「
S
D
G
s
を
T
O
K
の
視
点
で
読
み

解
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
選
ん
だ
テ
ー
マ

の
解
決
方
法
を
探
る
」
探
究
学
習
を

行
っ
た
。
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、

S
D
G
s
各
項
目
が
設
定
さ
れ
た

経
緯
や
背
景
、
現
実
の
社
会
の
状
況

を
多
角
的
に
分
析
し
、
ロ
ー
カ
ル
な

問
題
と
の
関
係
性
、
各
地
域
で
の
取

り
組
み
の
実
態
を
調
査
し
な
が
ら
解

決
策
を
模
索
し
て
い
っ
た
。
京
都
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
含
め
10
カ

月
に
及
ん
だ
こ
の
探
究
学
習
は
、「
調

査
、
行
動
、
振
り
返
り
」
を
繰
り
返

す
こ
と
で
、
思
考
力
や
行
動
力
の
向

上
を
実
現
。
秀
光
祭
で
の
中
間
発
表

で
は
来
場
者
に
熱
く
語
り
か
け
る
生

徒
た
ち
の
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
I
B
D
P
の
コ
ア
科
目
の

1
つ
に
C
A
S
活
動
（Creativity, 

A
ctivity, Service

／
創
造
・
活

動
・
奉
仕
）
が
あ
る
。
学
習
者
は
、

自
ら
設
定
し
た
課
題
を
探
究
し
、
個

人
・
チ
ー
ム
で
18
カ
月
継
続
し

て
取
り
組
む
。
活
動
の
中
で
は
、

S
D
G
s
課
題
と
自
分
を
と
り
ま
く

地
域
課
題
を
相
互
に
関
連
付
け
、
多

様
性
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
、貧
困
解
決
、

気
候
変
動
、
途
上
国
支
援
、
エ
シ
カ

ル
消
費
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を

掘
り
下
げ
、
多
様
な
地
域
の
団
体
と

協
働
す
る
た
め
の
社
会
性
や
行
動

力
、
思
考
力
を
磨
き
続
け
て
い
る
。

　

秀
光
の
掲
げ
る
「
持
続
可
能
な
社

会
の
構
築
に
至
誠
に
よ
っ
て
貢
献
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
の
育
成
」

は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。

N
P
O
と
連
携
し
た

国
際
理
解
教
育

　

秀
光
中
学
校
で
は
国
際
理
解
教
育

の
一
環
と
し
て
、
総
合
的
な
探
究
の
時

間
に
N
P
O
と
連
携
し
た
学
び
を
授

業
内
で
実
施
し
て
い
る
。
2
0
2
0

年
度
は
中
米
ニ
カ
ラ
グ
ア
に

J
I
C
A
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し

て
派
遣
さ
れ
た
方
を
講
師
に
迎
え
、

活
動
の
様
子
を
聞
く
機
会
を
設
け
た
。

現
地
で
直
面
し
た
壮
絶
な
医
療
現
場

の
状
況
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
不
足
、

内
戦
勃
発
の
た
め
任
期
途
中
で
の
帰

国
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
率
直
に
共
有

さ
れ
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
活
発
な

議
論
を
展
開
。
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い

国
際
協
力
・
国
際
支
援
に
つ
い
て
深

込
ん
で
い
る
。高
校
2
年
生
か
ら
は
、

生
徒
が
自
分
の
夢
の
実
現
の
た
め
に

最
も
適
し
た
学
び
方
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
、
D
L
D
P
・
E
L
D
P
・

M
A
P
の
3
つ
の
ク
ラ
ス
を
用
意
。

こ
の
中
で
、
D
P
を
学
ぶ
D
L
D
P
・

E
L
D
P
で
は
、
学
習
の
総
ま
と

め
と
し
て
、
自
分
自
身
が
設
定
し

た
テ
ー
マ
に
関
し
て
の
研
究
調
査
を

行
う
。
こ
れ
が
、
D
P
卒
業
要
件

の
論
文
（Extended Essay

）
で

あ
る
（
上
図
）。
生
徒
は
、
6
年
間

の
系
統
的
な
学
び
で
培
っ
た
論
理

的
思
考
力
、
問
題
解
決
能
力
、
表

現
力
な
ど
を
生
か
し
て
論
文
を
書

く
。
S
D
G
s
を
通
し
て
「
学
び
に

向
か
う
力
」
を
磨
い
て
き
た
成
果

が
、
論
文
作
成
の
際
に
も
生
か
さ

れ
て
い
る
。

学
校
行
事
（
体
験
活
動
）
か
ら

S
D
G
ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
く  

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
世
界
中

の
人
々
が
幸
せ
に
な
る
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築
」
を
目
指
す
S
D
G
s

へ
の
取
り
組
み
は
、
生
徒
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
を
も
た
ら
し
、 

さ
ま
ざ

ま
な
問
題
・
課
題
を
自
分
事
と
捉
え

て
主
体
的
に
行
動
す
る
力
を
育
む
。

こ
れ
は
秀
光
中
学
校
が
掲
げ
る
理
想

S
D
G
s
を
追
求
す
る
中
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
を
育
成

　　

1
9
0
5
年
の
開
校
か
ら
1
1
6

年
の
歴
史
を
持
つ
仙
台
育
英
学
園

は
、「
至
誠　

質
実
剛
健　

自
治
進

取
」
の
建
学
の
精
神
の
下
、
私
学
と

し
て
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開

し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育

成
に
努
め
て
き
た
。

　
秀
光
は
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア（
I
B
）

教
育（
M
Y
P
：M

iddle Years 
Program

m
e

お
よ
び
D
P
：

D
iplom

a Program
m
e

）
の
認
定

校
と
し
て
、
秀
光
中
学
校
・
仙
台

育
英
学
園
高
等
学
校
秀
光
コ
ー
ス

の
6
年
間
で
学
ぶ
併
設
型
の
中
高

一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
る
。同
校
は
、

学
習
方
法
と
し
て
の
国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
教
育
、
教
育
の
軸
と
し
て
の

“L
a
n
g
u
a
g
e
, M

u
sic
 

& 
Science”

に
よ
っ
て「
高
度
な
学
力
・

豊
か
な
感
性
・
生
涯
学
習
者
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
持
続
可
能
な
社
会

の
構
築
に〝
至
誠
〞
に
よ
っ
て
貢
献

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
」
の
育

成
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
の
加
盟
校
と
し
て
、
生
徒

自
ら
が
S
D
G
ｓ
の
課
題
に
気
づ

き
、
考
え
、
そ
し
て
行
動
し
て
い
く

こ
と
で
、
同
校
の
I
B
プ
ロ
グ
ラ
ム

気づきと始まりGrow“S”～Special Shukoh Start
IB校の生徒としてSDGsを通して“学びに向かう力”を磨く

で
育
て
る
3
つ
の
態
度

「
3
B
e
」
を
備
え
た
人

材
を
育
成
し
て
い
る
。

　

中
学
1
年
生
か
ら
高

校
3
年
生
ま
で
の
学
び

の
系
統
性
に
つ
い
て
は
、

学
年
別
の
到
達
目
標

（
下
図
参
照
、
詳
細
は

同
校
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
記

載 

）
を
定
め
、
日
々
の

教
育
活
動
に
取
り
組

む
。
こ
の
教
育
活
動
の

中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

S
D
G
ｓ
関
連
の
探
究

活
動
を
系
統
的
に
組
み英語でのディスカッションの様子

秀光中学校 仙台育英学園高等学校入学後の6年間入学後の6年間

IBMYP MYP MYP Middle Years Programme  中学校課程 第1学年～高等学校課程 第1学年までの4年間で学びます。Middle Years Programme  中学校課程 第1学年～高等学校課程 第1学年までの4年間で学びます。

内部進学　選考内部進学　選考

第2学年からは、進路達成に向けた
3つのコース横断型選抜クラスを設置

医歯薬系

「自己管理」「社会性」「思考」の向上。
身近な世界や地域・国際社会の諸
問題に潜む「本質的な問い」を考え、
オリジナルな考えを創造・検証する。
LMSの学びを教科横断的に転移させる。
“夢”と密接にリンクした大局的な
キャリア観を有し、自らのキャリア計
画に基づき進路達成に努める。
同様のキャリア観を持つ他者と関
わりキャリア計画を精緻化する。

「自己管理」「社会性」「思考」の向上。
身近な世界や地域・国際社会の諸
問題に潜む「本質的な問い」を考え、
オリジナルな考えを創造・検証する。
LMSの学びを教科横断的に転移させる。
“夢”と密接にリンクした大局的な
キャリア観を有し、自らのキャリア計
画に基づき進路達成に努める。
同様のキャリア観を持つ他者と関
わりキャリア計画を精緻化する。

「自己管理」「コミュニケーション」
「リサーチ」の向上。
身近な世界や地域社会の諸問題を発
見・分析・評価し、解決に取り組む。
LMSの一分野でオリジナルな
見方・考え方を発見する。
“夢”と密接にリンクした大局的なキャリア観
を有し、現実的なキャリア計画を作成する。
異なるキャリア観を持つ他者と関わり視
野の広いキャリア計画を検討する。

「自己管理」「コミュニケーション」
「リサーチ」の向上。
身近な世界や地域社会の諸問題を発
見・分析・評価し、解決に取り組む。
LMSの一分野でオリジナルな
見方・考え方を発見する。
“夢”と密接にリンクした大局的なキャリア観
を有し、現実的なキャリア計画を作成する。
異なるキャリア観を持つ他者と関わり視
野の広いキャリア計画を検討する。

高等学校課程
2年生
高等学校課程
2年生

中学校課程
3年生
中学校課程
3年生

中学校課程
2年生
中学校課程
2年生

中学校課程
1年生
中学校課程
1年生

高等学校課程
3年生
高等学校課程
3年生

IBDP

「自己管理」「思考」の定着。
身近な世界や地域・国際社会
の諸課題に関する議論をもと
に、解決策を提案する。
LMSで伸ばす分野を見つける。
“夢”とリンクした大局的なキャリ
ア観を持つ。
異なるキャリア観を持つ他者
と関わりキャリア観の視野を
広げる。

「自己管理」「思考」の定着。
身近な世界や地域・国際社会
の諸課題に関する議論をもと
に、解決策を提案する。
LMSで伸ばす分野を見つける。
“夢”とリンクした大局的なキャリ
ア観を持つ。
異なるキャリア観を持つ他者
と関わりキャリア観の視野を
広げる。

「自己管理」「社会性」の定着。
身近な世界や地域・国際社会
の諸課題と向き合い、解決策
を議論する。
LMSで育まれる国際的教養の
価値を理解する。
職業選択・適性・入試システム
も含めた進路研究を行い、“夢”
を意識した進路計画を立て、進
路達成に努める。

「自己管理」「社会性」の定着。
身近な世界や地域・国際社会
の諸課題と向き合い、解決策
を議論する。
LMSで育まれる国際的教養の
価値を理解する。
職業選択・適性・入試システム
も含めた進路研究を行い、“夢”
を意識した進路計画を立て、進
路達成に努める。

「自己管理」「リサーチ」の
定着。
地域・国際社会の諸問題を知
り、意見を発信する。
職業・進路研究を行い、“夢”達
成に向けた具体策を考える。

「自己管理」「リサーチ」の
定着。
地域・国際社会の諸問題を知
り、意見を発信する。
職業・進路研究を行い、“夢”達
成に向けた具体策を考える。

「自己管理」「コミュニケー
ション」の定着。
身近な世界の諸問題を知り、
自己を見つめ直す。
職業研究を行い、“夢”を考え、
目標を立てる。

「自己管理」「コミュニケー
ション」の定着。
身近な世界の諸問題を知り、
自己を見つめ直す。
職業研究を行い、“夢”を考え、
目標を立てる。

高等学校課程
1年生
高等学校課程
1年生

＊1　LMS…Language,Music＆Science＊1　LMS…Language,Music＆Science ＊2　内部進学選考を通じて、仙台育英学園高等学校 秀光コースをはじめ、仙台育英学園高等学校のすべてのコースに進学することができます。
＊3　仙台育英学園高等学校 第2学年からは3つのコース横断型選抜クラスを設置しています。上記の学年別到達目標はDLDP選択時のものです。
＊2　内部進学選考を通じて、仙台育英学園高等学校 秀光コースをはじめ、仙台育英学園高等学校のすべてのコースに進学することができます。
＊3　仙台育英学園高等学校 第2学年からは3つのコース横断型選抜クラスを設置しています。上記の学年別到達目標はDLDP選択時のものです。

Pick up 1

気候の異変に気づいた体験活動から
SDGsの学習を始める

大雨の蔵王 はっと汁
学校案内パンフレットより：https://drive.google.com/file/d/13nyo7YH4r7nWoADws4s5PUgNnHNfkvCg/view学校案内パンフレットより：https://drive.google.com/file/d/13nyo7YH4r7nWoADws4s5PUgNnHNfkvCg/view

郷土料理づくりの様子

ラムサール条約の登録湿地となった
伊豆沼にて食農体験
伝統的な文化である郷土料理「はっと汁」を、地域の食の達人たちの指
導でつくり、皆で食した。この活動は「食の本質」について学び、先人た
ちの知恵を知る格好の機会だ。また、生徒たちはSDGsとの関連を探り、
「日本の農業」の現状と課題、そして、食料の観点からSDGsの貧困や
飢餓について考察。世界に視野を向け、学習の幅を広げる体験になっ
た。SDGsの取り組みは問題の本質に迫る学習であり、今回の学習にお
いても生徒の知的好奇心を揺さぶるものとなった。

DLDP 
ELDP 
MAP 

Dual Language Diploma Programme 国内・海外大学志望向け 

English Language Diploma Programme 海外大学志望向け

Medical Academic Programme　医歯薬系大学志望向け

学校案内パンフレットより：https://drive.google.com/file/d/13nyo7YH4r7nWoADws4s5PUgNnHNfkvCg/view学校案内パンフレットより：https://drive.google.com/file/d/13nyo7YH4r7nWoADws4s5PUgNnHNfkvCg/view

生徒たちが実施したスノースクールでは降雪の少なさに驚き、グリーンス
クールでは線状降水帯による命に関わる危険な大雨と遭遇した。これまで
なら「大変な天気」だと感じるだけだったが、SDGsの取り組みを始めた生
徒たちは「この異常さはどうし
て起こったのか」と振り返る。
2 泊 3 日の 体 験 活 動 に
SDGsの８つの目標を関連
付け、“SDGs入門”としてそ
の目標の探究を行った。調
べる、考える、計画する、発表
する、振り返る学習サイクル
でSDGsの学習を進め、2年
生ではグループ学習を中心
に、3年生では個々の「テー
マ」を設定・探究し、自分たち
ができる息の長い活動を考
える計画となっている。

未来を創る教育現場での実践
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い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
、
S
D
G
s

の
17
の
目
標
と
体
験
活
動
と
の
結
び

付
き
を
探
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活

動
が
考
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
で
調
査
・
研
究
を
実
施
。
そ
し
て

グ
ル
ー
プ
の
研
究
成
果
を
学
年
内
、

秀
光
祭
に
お
い
て
発
表
し
、
活
動
を

振
り
返
る
。
3
年
生
で
は
こ
れ
ま
で

の
活
動
の
ま
と
め
と
し
て
、
身
の
ま

わ
り
の
問
題
か
ら
世
界
的
な
課
題
へ

と
視
野
を
広
げ
、
そ
れ
ら
を
自
分
事

と
し
て
捉
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
事
実
に
対
す
る
批
判
的
な
思
考

を
高
め
る
学
習
に
も
励
む
。
ま
た
、

個
々
の
活
動
が
よ
り
具
体
的
に
見
え

る
よ
う
に
学
年
テ
ー
マ
「
も
っ
た
い

な
い
」
を
関
連
付
け
、
世
界
的
な
課

題
を
よ
り
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
息

の
生
徒
像
「
3
B
e
」
と
大
き
く
重

な
っ
て
い
る
。

　

S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み
は
学
校

行
事
の
体
験
活
動
か
ら
始
ま
る
。
1

年
生
で
は
自
然
の
豊
か
さ
に
触
れ
、

地
域
探
究
活
動
か
ら
S
D
Gs
の
自

然
環
境
に
関
わ
る
「
地
域
を
知
る
」

「
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
・
自
然
保
全
」

「
環
境
問
題
」「
食
文
化
」
を
学
び
、

自
然
と
の
共
生
に
つ
い
て
考
え
を
深

め
る
。
2
年
生
で
は
S
D
G
s
の
目

標
が
生
徒
た
ち
の
生
活
に
直
結
し
て

切
れ
せ
ず
長
く
取
り
組
め
る
行
動
目

標
を
決
定
。
3
年
間
の
継
続
し
た

S
D
G
s
活
動
は
、
自
然
体
で
ゆ
っ

く
り
と
無
理
な
く
生
徒
た
ち
に
「
自

己
と
社
会
の
関
わ
り
」、「
持
続
可
能

な
社
会
の
あ
り
方
」
を
考
え
さ
せ
る

学
習
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
時
間
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
中
学
2
年
生
で
は
課
題
解

決
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
あ
る

“W
orld Peace G

am
e”

を
3

日
間
実
施
し
て
い
る
。
宇
宙
、
空
、

陸
と
海
面
、
海
底
な
ど
仮
想
世
界
の

現
状
が
刻
々
と
変
化
し
て
い
く
中
で
、

ど
の
よ
う
に
紛
争
を
解
決
し
、
和
平

へ
の
道
筋
を
つ
け
て
い
く
の
か
。
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
は
、
筋
書
き
の
な
い

ゲ
ー
ム
で
発
想
力
や
創
造
力
が
喚
起

さ
れ
、
自
ら
の
可
能
性
や
世
界
の
あ

り
方
に
気
づ
く
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

S
D
G
s
課
題
を
T
O
K
と

C
A
S
の
視
点
で
読
み
解
く

　

高
校
2
年
生
で
D
L
D
P
、

E
L
D
P
の
ク
ラ
ス
を
選
択
す
る
と

D
P
（D

iplom
a Program

m
e

）

が
始
ま
る
。
D
P
の
コ
ア
科
目
の
1

つ
で
あ
る
T
O
K
（Theory of 

K
now

ledge

／
知
の
理
論
）
は
、

日
本
の
学
習
指
導
要
領
に
は
な
い
特

徴
的
な
科
目
だ
。「
知
識
を
構
築
す

る
過
程
で
デ
ー
タ
や
知
見
は
ど
の

よ
う
な
方
法
で
ど
こ
か
ら
積
み
上
げ

ら
れ
た
も
の
な
の
か
」
な
ど
を
問
い
、

教
科
横
断
的
に
批
判
的
思
考
を

働
か
せ
る
授
業
を
毎
回
行
う
。

2
0
1
9
年
度
の
高
校
2
年
生
は
、

総
合
的
な
学
習
課
題
と
し
て

「
S
D
G
s
を
T
O
K
の
視
点
で
読
み

解
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
選
ん
だ
テ
ー
マ

の
解
決
方
法
を
探
る
」
探
究
学
習
を

行
っ
た
。
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、

S
D
G
s
各
項
目
が
設
定
さ
れ
た

経
緯
や
背
景
、
現
実
の
社
会
の
状
況

を
多
角
的
に
分
析
し
、
ロ
ー
カ
ル
な

問
題
と
の
関
係
性
、
各
地
域
で
の
取

り
組
み
の
実
態
を
調
査
し
な
が
ら
解

決
策
を
模
索
し
て
い
っ
た
。
京
都
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
含
め
10
カ

月
に
及
ん
だ
こ
の
探
究
学
習
は
、「
調

査
、
行
動
、
振
り
返
り
」
を
繰
り
返

す
こ
と
で
、
思
考
力
や
行
動
力
の
向

上
を
実
現
。
秀
光
祭
で
の
中
間
発
表

で
は
来
場
者
に
熱
く
語
り
か
け
る
生

徒
た
ち
の
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
I
B
D
P
の
コ
ア
科
目
の

1
つ
に
C
A
S
活
動
（Creativity, 

A
ctivity, Service

／
創
造
・
活

動
・
奉
仕
）
が
あ
る
。
学
習
者
は
、

自
ら
設
定
し
た
課
題
を
探
究
し
、
個

人
・
チ
ー
ム
で
18
カ
月
継
続
し

て
取
り
組
む
。
活
動
の
中
で
は
、

S
D
G
s
課
題
と
自
分
を
と
り
ま
く

地
域
課
題
を
相
互
に
関
連
付
け
、
多

様
性
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
、貧
困
解
決
、

気
候
変
動
、
途
上
国
支
援
、
エ
シ
カ

ル
消
費
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を

掘
り
下
げ
、
多
様
な
地
域
の
団
体
と

協
働
す
る
た
め
の
社
会
性
や
行
動

力
、
思
考
力
を
磨
き
続
け
て
い
る
。

　

秀
光
の
掲
げ
る
「
持
続
可
能
な
社

会
の
構
築
に
至
誠
に
よ
っ
て
貢
献
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
の
育
成
」

は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。

N
P
O
と
連
携
し
た

国
際
理
解
教
育

　

秀
光
中
学
校
で
は
国
際
理
解
教
育

の
一
環
と
し
て
、
総
合
的
な
探
究
の
時

間
に
N
P
O
と
連
携
し
た
学
び
を
授

業
内
で
実
施
し
て
い
る
。
2
0
2
0

年
度
は
中
米
ニ
カ
ラ
グ
ア
に

J
I
C
A
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し

て
派
遣
さ
れ
た
方
を
講
師
に
迎
え
、

活
動
の
様
子
を
聞
く
機
会
を
設
け
た
。

現
地
で
直
面
し
た
壮
絶
な
医
療
現
場

の
状
況
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
不
足
、

内
戦
勃
発
の
た
め
任
期
途
中
で
の
帰

国
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
率
直
に
共
有

さ
れ
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
活
発
な

議
論
を
展
開
。
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い

国
際
協
力
・
国
際
支
援
に
つ
い
て
深

込
ん
で
い
る
。高
校
2
年
生
か
ら
は
、

生
徒
が
自
分
の
夢
の
実
現
の
た
め
に

最
も
適
し
た
学
び
方
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
、
D
L
D
P
・
E
L
D
P
・

M
A
P
の
3
つ
の
ク
ラ
ス
を
用
意
。

こ
の
中
で
、
D
P
を
学
ぶ
D
L
D
P
・

E
L
D
P
で
は
、
学
習
の
総
ま
と

め
と
し
て
、
自
分
自
身
が
設
定
し

た
テ
ー
マ
に
関
し
て
の
研
究
調
査
を

行
う
。
こ
れ
が
、
D
P
卒
業
要
件

の
論
文
（Extended Essay

）
で

あ
る
（
上
図
）。
生
徒
は
、
6
年
間

の
系
統
的
な
学
び
で
培
っ
た
論
理

的
思
考
力
、
問
題
解
決
能
力
、
表

現
力
な
ど
を
生
か
し
て
論
文
を
書

く
。
S
D
G
s
を
通
し
て
「
学
び
に

向
か
う
力
」
を
磨
い
て
き
た
成
果

が
、
論
文
作
成
の
際
に
も
生
か
さ

れ
て
い
る
。

学
校
行
事
（
体
験
活
動
）
か
ら

S
D
G
ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
く  

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
世
界
中

の
人
々
が
幸
せ
に
な
る
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築
」
を
目
指
す
S
D
G
s

へ
の
取
り
組
み
は
、
生
徒
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
を
も
た
ら
し
、 

さ
ま
ざ

ま
な
問
題
・
課
題
を
自
分
事
と
捉
え

て
主
体
的
に
行
動
す
る
力
を
育
む
。

こ
れ
は
秀
光
中
学
校
が
掲
げ
る
理
想

S
D
G
s
を
追
求
す
る
中
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
を
育
成

　　

1
9
0
5
年
の
開
校
か
ら
1
1
6

年
の
歴
史
を
持
つ
仙
台
育
英
学
園

は
、「
至
誠　

質
実
剛
健　

自
治
進

取
」
の
建
学
の
精
神
の
下
、
私
学
と

し
て
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開

し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育

成
に
努
め
て
き
た
。

　
秀
光
は
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア（
I
B
）

教
育（
M
Y
P
：M

iddle Years 
Program

m
e

お
よ
び
D
P
：

D
iplom

a Program
m
e

）
の
認
定

校
と
し
て
、
秀
光
中
学
校
・
仙
台

育
英
学
園
高
等
学
校
秀
光
コ
ー
ス

の
6
年
間
で
学
ぶ
併
設
型
の
中
高

一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
る
。同
校
は
、

学
習
方
法
と
し
て
の
国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
教
育
、
教
育
の
軸
と
し
て
の

“L
a
n
g
u
a
g
e
, M

u
sic
 

& 
Science”

に
よ
っ
て「
高
度
な
学
力
・

豊
か
な
感
性
・
生
涯
学
習
者
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
持
続
可
能
な
社
会

の
構
築
に〝
至
誠
〞
に
よ
っ
て
貢
献

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
」
の
育

成
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
の
加
盟
校
と
し
て
、
生
徒

自
ら
が
S
D
G
ｓ
の
課
題
に
気
づ

き
、
考
え
、
そ
し
て
行
動
し
て
い
く

こ
と
で
、
同
校
の
I
B
プ
ロ
グ
ラ
ム

SDGs課題解決発表会の様子

で
育
て
る
3
つ
の
態
度

「
3
B
e
」
を
備
え
た
人

材
を
育
成
し
て
い
る
。

　

中
学
1
年
生
か
ら
高

校
3
年
生
ま
で
の
学
び

の
系
統
性
に
つ
い
て
は
、

学
年
別
の
到
達
目
標

（
下
図
参
照
、
詳
細
は

同
校
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
記

載 

）
を
定
め
、
日
々
の

教
育
活
動
に
取
り
組

む
。
こ
の
教
育
活
動
の

中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

S
D
G
ｓ
関
連
の
探
究

活
動
を
系
統
的
に
組
み

秀光祭でのSDGs中間発表

IBフルディプロマ証書

誠実で自信を持ち、グ
ローバルな視点で意
見を発信できる人であ
ること
学びに対して責任
を持つこと
地域社会と国際社会
における諸問題の解
決に革新的態度で取
り組むこと

誠実で自信を持ち、グ
ローバルな視点で意
見を発信できる人であ
ること
学びに対して責任
を持つこと
地域社会と国際社会
における諸問題の解
決に革新的態度で取
り組むこと

●

●

●

3BePick up 2

グローバルリーダーシップを育む
カナダ研修旅行

街頭でのレモネード配り

中学3年生の夏休みに実施する２週間のカナダ研修は毎
年充実したプログラムを提供している。現地のドミトリーに
他国のIB生と共に宿泊し、グローバルリーダーシップ研修
として “Powerful Youth Program”を受講。自然体験活
動、社会奉仕活動、自ら設定したドリームプロジェクト活動
などを通し、自ら考え、主体的に活動する力を養う。美しい
海と山に囲まれたバンクーバー島は、豊富な自然体験活
動だけでなく、自然に生かさ
れている自らに気づく活動を
通して自分自身を見つめ直
す機会もあり、多くの生徒に
とって社会性と自発性、そし
て何よりも新しい自分自身を
発見する絶好の機会となっ
ている。

中学3年生の夏休みに実施する２週間のカナダ研修は毎
年充実したプログラムを提供している。現地のドミトリーに
他国のIB生と共に宿泊し、グローバルリーダーシップ研修
として “Powerful Youth Program”を受講。自然体験活
動、社会奉仕活動、自ら設定したドリームプロジェクト活動
などを通し、自ら考え、主体的に活動する力を養う。美しい
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動だけでなく、自然に生かさ
れている自らに気づく活動を
通して自分自身を見つめ直
す機会もあり、多くの生徒に
とって社会性と自発性、そし
て何よりも新しい自分自身を
発見する絶好の機会となっ
ている。

英国ユネスコスクールとの
平和短冊交流活動

英国に送る千羽鶴作成

2021年度はユネスコスクール交流活動として、英国
Coventry市にあるHowes Primary Schoolと協働で平
和構築学習を実施している。平和をテーマとした英語俳句
を詠んで短冊を書く活動、仙台七夕まつりの由来を調べて
英語で紹介する活動、焼け野原になってしまった戦災から
復興した仙台の街の歴史を調査し、英国Coventry市との
復興の歩みの共通点を見出し、メッセージを録画で伝える
活動など、ESS部の中学3年生を中心に活動を開始した。
英国の生徒を対象としたプレゼンにも自発的に取り組んだ
生徒が多く、英語での発信力を高めている。広島原爆の
犠牲となり、わずか12歳で亡くなった佐々木禎子さんの折
り鶴の思いを伝えるべく、千羽鶴を作成して現地に送るプ
ロジェクトも進む。伝統
的な地域の祭りとグ
ローバルイシューであ
る「平和への願い」を
結び付けることで、地
域文化と平和構築へ
の理解を深めるととも
にグローバルに協働
する力を高める機会と
なっている。
 

2021年度はユネスコスクール交流活動として、英国
Coventry市にあるHowes Primary Schoolと協働で平
和構築学習を実施している。平和をテーマとした英語俳句
を詠んで短冊を書く活動、仙台七夕まつりの由来を調べて
英語で紹介する活動、焼け野原になってしまった戦災から
復興した仙台の街の歴史を調査し、英国Coventry市との
復興の歩みの共通点を見出し、メッセージを録画で伝える
活動など、ESS部の中学3年生を中心に活動を開始した。
英国の生徒を対象としたプレゼンにも自発的に取り組んだ
生徒が多く、英語での発信力を高めている。広島原爆の
犠牲となり、わずか12歳で亡くなった佐々木禎子さんの折
り鶴の思いを伝えるべく、千羽鶴を作成して現地に送るプ
ロジェクトも進む。伝統
的な地域の祭りとグ
ローバルイシューであ
る「平和への願い」を
結び付けることで、地
域文化と平和構築へ
の理解を深めるととも
にグローバルに協働
する力を高める機会と
なっている。
 

Pick up 3

ATLスキル（学びに向かう力）を
自ら意識的に磨く
秀光中学校1年生から高校1年生（秀光コース）までは国際バカロレア（IB）
の中等教育カリキュラム（11歳～16歳対象）であるMYP（Middle Years 
Programme）を実施している。IBは「多様な文化の理解と尊重の精神を通じ
て、よりよい、より平和な世界を築くことに貢献する、探究心、知識、思いやりに
富んだ若者の育成」を目的としている。IBの学びでは、概念を中心とした探究
学習を展開し、学びに向かう力（ATLスキル）を磨きながら、論理的思考力や問
題解決能力を養っていく。MYPの集大成となる高校1年生では「Personal 
Project」を行い、それぞれが設定したグローバルな文脈の中からテーマを決
め、社会との関わりの中で探究活動を進めている。プロジェクトでは、自らが高め
たい学びに向かう力を事前
に設定し、生徒が主体的に
活動して成果物を完成させ
る。プロジェクトの最後には
6,000字のレポートにまと
め、学びの成果を具体的に
振り返る思考スキルを深め
ることができる。
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ATLスキル
Approaches To Learning
学びに向かう力

■ 社会性
  Ⅱ 協働スキル

■ リサーチ
   Ⅵ 情報リテラシースキル
  Ⅶ メディアリテラシースキル

■ コミュニケーション
  Ⅰ コミュニケーションスキル

■ 思考
   Ⅷ 批判的思考スキル
      （クリティカル・シンキング）
   Ⅸ 創造的思考スキル
   Ⅹ 転移スキル

■ 自己管理
  Ⅲ 整理整頓する力
  Ⅳ 情動スキル
  Ⅴ 振り返りスキル

未来を創る教育現場での実践

「高度な学力・豊かな感性・生涯学習者としての自覚を持ち、
持続可能な社会の構築に至誠によって貢献するグローバルシティズン」の育成
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